





















1.1  本研究の目的： 問題の所在 
 





















ベーションを意味している（Abernathy & Utterback（1978））。 































 図 1.1 日本の主要製造業のサイエンスリンケージと基礎研究費の比率 
















                                                   
2 Bio 技術の定義については広義と狭義の観点から議論がなされている。Bio 技術を広義に捉えた定義と







図 1.2 日本の主要製造業の売上高研究開発比率 
出所）RIETI Discussion Paper（2005）「科学依拠型産業の分析」をもとに筆者作成 
 




































 図 1.3 1998年から 2007年の間の米国での上市した新薬シーズの創出もと 



















表 1.1 低分子合成薬と BIO医薬品の定義・製造プロセス・機能 
 















の流れで整理したものである。2006 年から 2010 年頃までは各社「M&A」を実施している
傾向がみられる。「M&A」により、Bio ベンチャーを買収し、新規技術の獲得を進めている
ことが伺える。一方、2011 年以降は、各社「OI」への取り組みを始めている状況がみられ
る。「OI」は上記の 5 社で延べ 7 つの「公募型 OI」が実施されているが、うち 6 つは 2011
年以降である。これらの取り組みは直接的な効果や有用性を示すのか、確認が必要である。 
 図 1.4 技術別にみた世界の大型医薬品 15品目に占める売上高推移 
出所：Monthly ミクス（各年）より筆者作成 
 




































































（Lawrence & Lorsch（1967））。 
動的に生じる技術革新については、Foster（1986）は、特定の技術にもとづいた製品機能











































表 1.3 各章での分析単位・分析手法・対象データ・分析の狙い 
 
 
第 4 章では、日本の製薬企業 43 社の公開データをもちいて、非連続に生じた Bio 技術の
研究開発 Pipe Line に影響を与える反応型戦略を検討する。ここでは、事業環境への対応戦
略に関する変数に関する分析を実施するため、分析単位を企業単位とする。 







 続く第 6 章では、第 5 章の事例分析結果をもとに、非連続技術への反応型戦略としては
直接的な成果でみると「M&A」であるが、組織能力の蓄積も踏まえた、「OI」が有用である、














次いで第 3 章では医薬品産業の構造、産業背景についてマクロデータを中心に説明する。 
 
 





ある研究開発 Pipe Line の増加率に影響を与える要因を検討する。まず、第 4 章では、反








第 5 章では、第 4 章で検討された、企業の戦略行動変数と成果の関係について、特に「M&A」
と「OI」を対象に、より詳細な検討を行う。第 4 章では「M&A」と「OI」は、非連続的技























これらの戦略行動の結果、相当数の Bioの開発 Pipe Lineの獲得や販路開拓も進んだ。また、
買収先が保有していたPipe Lineから上市品が創出し始めている。これは非連続な技術変化にお


















対象とするのは、2013 年時点の医薬品基礎研究者の 164 名のアンケートデータであ
る。図 1.7 は多母集団解析を行った結果の技術別のパス係数を示したものである
                                                   
4 「組織能力」について、J.Barney（2002）は他社にとって模倣困難な資源を蓄積することが、持続的な競争優位
の源泉となることを指摘している。また、Hamel と Praharad は顧客に対して、他社が模倣困難な企業内部の能力
をコア・コンピタンスと呼び、競争の源泉であるとした（Hamel & Praharad（1994））。 
















































性のある OI を展開することで非連続技術への対応が示唆された。 
 
 
図 1.9 本研究全体の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
